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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野
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技技術術のの概概要要

高高放放熱熱・・強強靭靭性性エエポポキキシシ//CCNNFFココンンポポジジッットト

エポキシ樹脂の骨格構造中に、剛直
構造であるメソゲン基を導入すること
で分子鎖配列性が付与される。

本技術では、この樹脂に対しセル
ロースナノファイバーを少量充填した
コンポジットを調製することで、軽量で
放熱性や強靭性に優れた材料を開発
した。

セルロースナノファイバー表面に存
在する豊富な水酸基は、エポキシ樹
脂の分子鎖配向を誘起させることがで
きる。これによって、1 wt%以下の少量
充填で、0.34 W/m・Kの熱伝導率を発
現した。また、強靭性は汎用エポキシ
の約4倍まで向上し、接着剤としての
利用も期待できる。

・・高高放放熱熱性性回回路路基基板板
・・高高熱熱伝伝導導絶絶縁縁接接着着シシーートト
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エエポポキキシシ樹樹脂脂のの放放熱熱性性をを高高めめるるににははアアルルミミナナやや窒窒化化ホホウウ素素ななどど、、高高熱熱伝伝導導性性フフィィララーーをを添添
加加すするるここととがが一一般般的的だだがが、、フフィィララのの添添加加量量をを上上げげるるとと脆脆くくななりり、、比比重重がが増増加加すするるとといいうう課課題題がが
ああっったた。。 本本技技術術はは、、セセルルロローーススナナノノフファァイイババーー（（CNF））のの表表面面ににああるる水水酸酸基基がが、、エエポポキキシシ樹樹脂脂
のの分分子子鎖鎖配配向向をを誘誘起起ささせせ、、ココンンポポジジッットトのの放放熱熱性性をを向向上上ささせせるるここととをを見見出出ししたたももののででああるる。。
CNFはは比比重重がが軽軽くく、、絶絶縁縁性性もも優優れれてておおりり、、軽軽量量、、絶絶縁縁、、放放熱熱、、靭靭性性ににすすぐぐれれたたココンンポポジジッットトをを

得得るるここととががででききるる。。
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